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食
生
活
改
善
推
進
員
は
「
食
推 

・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」
の
愛
称
で
知

ら
れ
、
食
を
通
し
て
「
食
の
大
切

さ
」「
日
本
伝
統
的
な
家
庭
料
理
」

を
伝
え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
で
す
。
「
私
た
ち
の
健
康

は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
全
国
で
約
二
十
一
万
人
の

会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
「
健
康
の
基
本
は
正
し
い
食
生

活
か
ら
」
と
、
わ
か
っ
て
い
て
も
、

そ
の
実
践
と
な
る
と
、
な
か
な
か

難
し
い
も
の
。
そ
ん
な
時
、
身
近

な
地
域
で
食
生
活
の
相
談
相
手
に

な
っ
た
り
、
作
り
方
な
ど
を
助
言

し
て
く
れ
た
り
す
る
人
が
い
た
ら

…
。 

　
そ
れ
が
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

の
皆
さ
ん
で
す
。 

 

　
村
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
の
栄

養
教
室
を
経
て
、
昭
和
五
十
四
年

に
、
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

「
六
味
の
会
」
を
創
立
。
そ
の
後
、

昭
和
五
十
四
年
、
六
十
年
、
平
成

元
年
、
十
三
年
、
二
十
年
に
そ
れ

ぞ
れ
村
民
を
対
象
に
し
た
栄
養
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
で
創
立
三
十
周
年
を
迎
え

た
「
六
味
の
会
（
伊
東
ヤ
イ
子
会

長
）
」
は
、
十
七
人
の
新
会
員
を

迎
え
、
現
在
七
十
二
人
の
会
員
で

活
動
を
実
施
。
食
生
活
の
改
善
を

は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育

教
室
、
親
子
料
理
教
室
、
レ
シ
ピ

の
提
供
な
ど
、
食
を
テ
ー
マ
に
、

村
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
日

ご
ろ
か
ら
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。 

関
川
村
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会 

「
六
味
の
会
」
が
創
立
三
十
周
年 

う
ん
め
え
ご
っ
つ
ぉ 

　
　
　
　
づ
く
り
を
伝
授
し
ま
す 

特　集 
食生活改善推進員協議会 

「六味の会」 
創立30周年記念 

む
つ
み 

六つの基礎食品を学びつつ 

会員仲良くむつみあう 

われらの会は、六味会 

六味の会 
　　とは？ 

・
・
・
・
・
・
・
・ 

村民を対象に行われた、栄養 
教室のようす。 

Ｓ54　栄養教室 
関川村公民館を会場に、村上 
支部の総会が行われました。 

Ｓ62　支部総会 
各地域に出向き、栄養改善を 
テーマに実習を行いました。 

Ｈ2　地区実習 
郷土料理を学習して、地域に 
伝達しました。 

Ｈ4　飯ずし講習会 

むつみ  

30年のあゆみ 30年のあゆみ 
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料
理
を
作
る
楽
し
さ
を
通
じ
て
「
食

育
」
に
つ
い
て
親
子
で
一
緒
に
学
ん

で
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
「
親
子

食
育
教
室
」
の
よ
う
す
。 

� 

６
月
14
日
に
行
わ
れ
た
荒
川
水
防
訓

練
で
は
、
炊
き
出
し
訓
練
に
参
加
。

約
百
食
の
お
に
ぎ
り
を
手
際
よ
く
用

意
し
ま
し
た
。 

� 

� イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
、
簡
単
朝
食

メ
ニ
ュ
ー
や
郷
土
料
理
の
試
食
と
レ

シ
ピ
を
配
布
。
毎
月
19
日
の
食
育
の

日
の
Ｐ
Ｒ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

最近はこんな活動をしています！！ 

　関川村食生活改善推

進員協議会が、これま

で長年研究してきた郷

土料理やおすすめ料理

を紹介するレシピ集が、

創立30周年を記念して

発売されました。 

　地元食材で簡単に出

来る郷土料理や行事食、

おすすめ料理を46品紹

介。季節ごとにも別れ

ているため、とても便利な一冊となっています。 

　この本を購入して、皆さんも関川村の「ごっつお」を作っ

てみてはいかがですか？ 

◆価格　１冊　1,000円（税込） 

◆購入希望の方は　役場住民福祉課まで ☎６４－１４７２ 

関川村のうんめえごっつおが 
　ぎっしり詰まったレシピ集完成!!

　地域の食生活改善推進員活動に、長年にわ

たって尽力された八幡チヨ子さん（八ツ口）に、

県食生活改善推進員協議会（神田アヤ子会長）

から表彰状が贈られました。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
八
幡
チ
ヨ
子
さ
ん
（
八
ツ
口
） 

　
　
　
　
が
優
良
会
員
表
彰 

関川村食生活改善推進員協議会（食推） 

　六味の会　会長　伊 東 ヤイ子さん 

　　食育とは、正しい食生活が出来るように

「食の知識」と「食を選択する力」を身につ

けること―。 

　毎年６月は「食育月間」、毎月19日は「食

育の日」で、村内でも食品を扱うお店でのぼ

り旗を掲げ、旬の食材レシピを配布している

ところがありますね。 

　次に食事バランスガイドとは、食事の望ま

しい組み合わせや、おおよその量をイラスト

で示したもので、主食や副菜、主菜、乳製品、

果物の適量を分かりやすくコマの絵で示して

います。 

　私たち食推は、食育アドバイザーでもあり

ます。子どもから大人まで、地元食材を使っ

た献立を地域に伝達する役目をしています。

各集落の食推さんに一声かけていただければ、

いつでも試食会などを計画します。地域の皆

さんと、共に歩む食推ですので、気軽に声を

かけていただければと思っていますので、ど

うぞよろしくお願いします。 

食
育
と 

　食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド 
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議 会 の 動 き  
　
平
成
二
十
一
年
第
四
回
臨
時
村
議
会
が
五
月
二
十
七
日
、

ま
た
、
第
五
回
六
月
定
例
村
議
会
が
六
月
十
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
、
十
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

条
例
の
一
部
改
正 

条
例
の
一
部
改
正 

平
成
21
年
度
補
正
予
算 

財
産
の
取
得 

補
正
予
算（
専
決
） 

給
　
与 臨

時
会 

5／
27

報
　
告 

定
例
会 
6／11 
　～19

■
税
条
例
の
改
正 

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正 

＊
―
右
の
二
件
は
、
地
方
税
法
の

改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。 

■
村
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正 

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正 

■
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正 

＊
―
右
の
三
件
は
、
景
気
の
悪
化

に
伴
い
民
間
勤
労
者
の
ボ
ー
ナ
ス

が
大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況

か
ら
、
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、

六
月
支
給
の
期
末
・
勤
勉
手
当
を

暫
定
的
に
凍
結
す
る
も
の
で
す
。

▽
特
別
職
・
議
会
議
員 

　
　
　
　
　
△
〇
・
一
五
か
月
分 

▽
職
員
　
　
△
〇
・
二
か
月
分 

■
平
成
二
十
年
度
各
会
計
補
正
予

算
（
一
般
会
計
及
び
八
つ
の
特
別

会
計
） 

＊
―
平
成
二
十
年
度
各
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
を
見
通

し
て
予
算
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
広
報
せ
き
か
わ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

■
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
） 

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
六
百

九
十
万
円
を
追
加
し
総
額
四
十
九

億
七
千
四
百
九
十
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。 

■
　
関
川
村
自
然
環
境
管
理
公
社

の
経
営
状
況
報
告 

■
岩
船
地
域
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
報
告 

＊
―
右
の
二
件
は
、
平
成
二
十
年

度
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
並

び
に
予
算
に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
で
す
。 

■
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
継
続

費
に
係
る
繰
越
額
の
報
告 

＊
―
平
成
二
十
年
度
の
統
合
小
学

校
建
設
事
業
費
の
う
ち
、
四
億
千

九
百
万
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
す

も
の
で
す
。 

■
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
に
係
る
繰
越
額
の
報
告 

＊
―
平
成
二
十
年
度
の
国
の
二
次

補
正
予
算
分
の
定
額
給
付
金
や
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
に
係
る
事
業
費
の
う
ち
、
二
億

九
千
七
百
八
十
八
万
円
を
翌
年
度

に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。 

■
平
成
二
十
年
度
国
民
健
康
保
険

関
川
診
療
所
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
に
係
る
繰
越
額
の
報
告 

＊
―
一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費
と

連
動
し
て
い
る
も
の
で
、
診
療
所

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
を
入
れ
替
え

る
予
算
を
繰
り
越
す
も
の
で
す
。 

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正 

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正 

＊
―
右
の
二
件
は
、
昨
年
度
の
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
も
の
で
、
勤

務
時
間
を
一
日
八
時
間
か
ら
十
五

分
短
縮
す
る
も
の
で
す
。
国
や
県
、

他
市
町
村
は
す
で
に
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
当
村
で
は
九
月
一
日
か

ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正 

＊
―
国
の
緊
急
小
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
出
産
一
時
金
の
支
給

額
を
、
今
年
の
十
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

暫
定
的
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。 

▽
出
産
一
時
金
支
給
額 

　
三
十
八
万
円
↓
四
十
二
万
円 

■
一
般
会
計
（
第
二
号
） 

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
百

三
十
万
円
を
追
加
し
総
額
五
十
億

千
六
百
二
十
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
号
） 

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
四
十

万
円
を
追
加
し
総
額
七
億
九
千
九

百
四
十
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
号
） 

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
七

十
七
万
円
を
追
加
し
総
額
一
億
千

六
百
三
十
七
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

■
関
川
小
学
校
給
食
施
設
厨
房
機

器
の
購
入 

▽
契
約
金
額 

　
　
三
千
七
百
五
十
九
万
円 

▽
契
約
相
手
方 

　
　
サ
カ
タ
調
理
機
株
式
会
社 

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
西
区
） 



　したもん　　パレード 大 蛇 大 蛇 
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国民年金 保険料免除制度をご存知ですか？ 

7月に限り、平成20年度と21年度の2年分が申請可能です 
　経済的な理由などで国民年金の保険料を納めることが困難な場合には、 

申請により保険料の納付が免除される「保険料免除制度」があります。 

保険料の全額（14,660円※平成21年度）が免除 

　全額免除された期間は、保険料を全額納付した 
ときに比べ、年金額が１／３として計算されます。 

保険料の一部を納付、残りの保険料は免除 

　一部納付は３種類です。それぞれの納付額と 
年金額の計算は次のとおりです。 

◇４分の１納付（ 3,670円）→　年金額１／２ 

◇半 額 納 付（ 7,330円）→　年金額２／３ 

◇４分の３納付（11,000円）→　年金額５／６ 

★退職を事由とした免除申請の場合は、離職票、 
　もしくは雇用保険受給資格者証の写しを添付する 
　と、審査時に付けた方の所得は対象となりません。 

国民年金に関するお問い合わせは、住民福祉課住民班　℡６４－１４７１まで 

一部納付(一部免除)制度 全額免除制度 

国民年金マスコット 
　　　ゆめありくん 

9月26日（土） 

in

担ぎ手　　 大募集!!
　９月26日（土)から新潟県を会場に開催される「トキ

めき新潟国体」の開会式オープニングセレモニーに村

の「大したもん蛇パレード」が招待されました。当日

は、天皇・皇后両陛下も東北電力ビッグスワンスタジ

アムにお越しになります。勇壮な大したもん蛇パレー

ドを披露し、村民の力を全国にアピールしましょう。 

写真は、2001年４月のビッグスワンでのパレードのようす 

今年の大したもん蛇まつりは 
8月28日(金)・29日(土)の２日間に決定 

大蛇パレードは29日(土)に行います 

お申し込みは 

7月17日（金）までに各集落の区長さんへ 
詳しくは全戸配布チラシ（申込書）をご覧ください。 

　第22回「えちごせきかわ大したもん蛇まつり」

は、８月30日（日）に国政選挙が予想されるため、

８月28日（金）と29日（土）の２日間で開催するこ

とになりました。なお、詳しい日程については広

報せきかわ８月号でお知らせします。 

　村民皆さんのご協力をお願いします。 

と　　き　9月26日（土） 
　　　　　＊日程は、全戸配布チラシをご覧ください。 

と こ ろ　東北電力ビッグスワンスタジアム 

募集人員　大蛇担ぎ手（中学生以上）350人 
　　　　　※見学のみの方はご遠慮願います。 

参 加 費　無　料（昼食は準備します） 

問い合せ　総務課企画財政班　TEL 64－1476

中学生 
以　上 

　したもん　　パレード 大 蛇 
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7
月
下
旬
に
送
付

月
下
旬
に
送
付 

　この運動は、夏を迎え開放感から来る飲酒運転や無謀

運転、夏休みを利用した家族旅行など、長距離運転によ

る疲労を原因とする交通事故防止を呼びかけるとともに、

交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ

ることにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的に

行われます。 

運動の重点 

○飲酒・居眠り・無謀運転の追放 
○シートベルトとチャイルドシー 
　トの着用の徹底 

○交差点における安全確認の徹底 

7月22日～7月31日 

夏の交通事故防止運動 
～あせる気と　アクセル抑え　エコの夏～ 

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　℡６４－１４７２ 

◎8月1日から保険証が変わります（新しい保険証は空色です） 
　長寿医療制度の保険証は、７月31日で有効期限が切れますので、

８月１日からは新しい保険証を使用することになります（申請不要）。

　新しい保険証は、７月末までに普通郵便で送付します。８月にな

っても保険証が届かなかったり、保険証の記載事項に誤りがあった

りした場合は、役場住民福祉課までご連絡ください。 

 

◎医療費の自己負担割合について 
　医療費の自己負担割合は、同一世帯の長寿医療制度加入者の前年中の所得に応じて、毎年、判定しています。 

　新しい保険証に記載されている１割（３割）は、８月１日から１年間適用となる医療費の自己負担割合です。 

「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）」のお知らせ 
Vol.１　保険証の一斉更新について 

そらいろ 

旧保険証 
(桃色) 
7/31まで 
有効 

新保険証 
（空色） 
8/1から 
有効 

7
月
下
旬
に
送
付 

１割負担 
となる方 

3割負担 
となる方 

同一世帯の長寿医療制度加入者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者がいない方 

 

　住民税課税所得が145万円以上の所得者 

がいる場合でも、右に該当する方は申請に 

より１割負担となります。 

○同一世帯に加入者が１人の場合 

　その方の収入の合計金額が383万円未満 

　（または、その方の収入と同一世帯の70～74 

　歳の方全員の収入の合計金額が520万円未満） 

○同一世帯に加入者が複数いる場合 

　加入者全員の収入の合計金額が520万円未満 

同一世帯の長寿医療制度加入者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者がいる方 

一定の要件を満たす場合は、申請により１割負担となります。（上記、『１割負担となる方』参照） 

　村上警察署管内で 

　　　死亡事故　が増加！！ 

　今年に入り、村上警察署管内の交通事
故による死者は４名（前年比４名増・6
月23日現在）で、いずれも高齢者の方
が被害に遭われています。ドライバーも
歩行者も交通ルールを守り、事故にあわ
ないよう気を付けましょう。 
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東
北
中
央
自
動
車
道
 

日
本
海
沿
岸
 

　
東
北
自
動
車
道
 

山形県 新潟県 

南陽高畠IC

高畠町 

南陽市 
長井市 

川西町 

小国町 

村上市 

関川村 

飯豊町 

調査区間L=12km

鷹ノ巣道路Ｌ=5.0km

荒川道路L=3.6km
荒川胎内IC

梨郷道路L=7.2㎞ 

新潟山形南部連絡道路　計画路線L=80km

赤湯バイパスL=7.2km

113

113

新潟県L=30km 山形県L=50km

　
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
の
緊
急
総
決
起

大
会
が
六
月
二
十
一
日
、
村
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
道
路
整
備
の
費

用
効
果
が
下
回
っ
た
こ
と
を
理
由

に
、
国
土
交
通
省
が
三
月
三
十
一

日
に
発
表
し
た
事
業
の
一
時
凍
結

の
解
除
を
求
め
て
行
わ
れ
た
も
の
。

村
内
外
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
、

鷹
ノ
巣
道
路
の
事
業
凍
結
解
除
を

一
丸
と
な
っ
て
訴
え
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
同
盟
会
副
会
長
の

平
田
大
六
関
川
村
長
が
「
迂
回
路

が
な
く
、
住
民
の
生
命
を
守
る
『
命

の
道
』
は
、
数
値
で
表
す
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
、
あ

い
さ
つ
。
ま
た
、
沿

線
市
町
村
の
住
民
四

人
が
連
絡
道
路
の
必

要
性
に
つ
い
て
意
見

を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
山
形
県
小
国
町
の

主
婦
、
大
久
保
恵
子

さ
ん
は
「
全
国
的
な

婦
人
科
の
減
少
か
ら
、

出
産
の
た
め
に
村
上

市
へ
通
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
に

と
っ
て
は
、
か
け
が

い
の
な
い
道
で
す
」

と
発
表
。
ま
た
、
関

川
村
温
泉
旅
館
の
女

将
、
佐
藤
恵
美
子
さ
ん
（
高
瀬
）

は
「
自
然
を
生
か
し
た
観
光
に
も

道
路
が
必
要
不
可
欠
。
観
光
面
で

も
連
絡
道
路
は
『
命
の
道
』
で
す
」

と
道
路
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
翌
六
月
二
十
二
日
、
国
土
交
通

省
の
事
業
評
価
監
視
委
員
会
で
、

鷹
ノ
巣
道
路
の
事
業
凍
結
解
除
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

鷹ノ巣道路の事業の必要性について、参加者が一丸と 
なって訴えました。 

「
凍
結
解
除
の
想
い
」
を
住
民 

代
表
と
し
て
発
表
し
た
、
佐
藤 

恵
美
子
さ
ん
（
高
瀬
） 

「
命
「
命
の
道
」
道
」
を
懸
命
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル

ア
ピ
ー
ル 
「
命
「
命
の
道
」
道
」
を
懸
命
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル

ア
ピ
ー
ル 
「
命
「
命
の
道
」
道
」
を
懸
命
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル

ア
ピ
ー
ル 
「
命
「
命
の
道
」
道
」
を
懸
命
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル

ア
ピ
ー
ル 
「
命
の
道
」
を
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル 

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路 

　
　
事
業
の
凍
結
解
除
に
向
け
て
緊
急
大
会

　
　
事
業
の
凍
結
解
除
に
向
け
て
緊
急
大
会 

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路 

　
　
事
業
の
凍
結
解
除
に
向
け
て
緊
急
大
会 



荒川水防訓練が 
　　関川村を会場に開催 洪

水
期
を
前
に
対
応
を
確
認

洪
水
期
を
前
に
対
応
を
確
認 
洪
水
期
を
前
に
対
応
を
確
認

洪
水
期
を
前
に
対
応
を
確
認 
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六
月
十
四
日
、
関
川
村
の
荒
川

河
川
敷
を
会
場
に
水
防
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
国
土
交
通
省
を

は
じ
め
、
新
潟
県
や
荒
川
沿
線
市

村
、
関
係
機
関
な
ど
で
組
織
す
る

荒
川
水
防
連
絡
会
が
主
催
。
出
水

期
を
前
に
洪
水
時
の
被
害
軽
減
を

目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

村
の
消
防
団
員
八
十
二
人
の
ほ
か
、

沿
線
市
村
の
消
防
団
員
、
関
係
者

な
ど
約
六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
で
は
、
縄
の
結
び
方
や
土

の
う
な
ど
の
水
防
基
礎
訓
練
や
、

堤
防
か
ら
の
溢
水
を
防
ぐ
積
み
土

の
う
、
流
れ
か
ら
堤
防
を
守
る
木

流
し
工
、
月
の
輪
工
、
シ
ー
ト
張

り
工
な
ど
の
水
防
技
術
訓
練
を
本

番
さ
な
が
ら
で
実
施
。
ま
た
、
食

生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ

る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
、

洪
水
期
を
前
に
水
防
体
制
の
強
化

と
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

 

洪
水
期
を
前
に
対
応
を
確
認 

堤防の決壊を未然に防ぐ、「月の輪工」に本番さながら
で取り組む、関川村消防団員の皆さん。 

荒川水防訓練が 
　　関川村を会場に開催 

　
六
月
六
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
蔵
」

（
平
成
七
年
放
映
）
で
音
楽
を
担

当
し
た
深
草
ア
キ
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
「
深
草
流
音
空
間
の
夕
べ 

『
蔵
』
」
が
、
舞
台
地
の
渡
邉
邸

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
で
四
回
目
と
な
る
コ
ン
サ

ー
ト
に
訪
れ
た
の
は
、
村
内
外
か

ら
約
百
十
人
。
三
月
か
ら
五
年
が

か
り
の
大
改
修
工
事
に
着
手
し
て

い
る
渡
邉
邸
内
は
、
床
板
や
天
井

な
ど
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
た
め
、

即
席
の
床
板
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
昨
年
に
続

き
宮
内
庁
式
部
職
楽
部

で
宮
内
庁
楽
師
を
務
め

る
笙
奏
者
・
豊
剛
秋
さ

ん
と
共
演
。
二
人
は 

「
蔵
」
の
テ
ー
マ
曲
を

は
じ
め
「
荒
城
の
月
」

「
月
の
砂
漠
」
な
ど
全

十
曲
を
披
露
し
、
秦
琴

と
笙
が
奏
で
る
独
特
な

音
色
で
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
ラ
ス
ト
は
、
昨
年
に

続
い
て
下
関
祭
り
大
輪

の
祭
り
囃
子
の
皆
さ
ん

も
登
場
し
て
合
奏
。
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、
邸
内
に
響
き
渡
る
音
色
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

第
４
回
深
草
コ
ン
サ
ー
ト 

役場の業務時間 
　　変更のお知らせ 
9月1日から 
変更前　午前8時30分～午後5時30分 

変更後 

午前8時30分～午後5時15分 

　昨年度の人事院勧告に基づき、村職員の
勤務時間に関する条例の一部が改正され、
役場の業務時間が15分短縮となります。 
　国や県、他市町村ではすでに実施されて
いますが、関川村では９月１日からの変更
となります。 
　職員一同、さらなる住民サービスの向上
に努めてまいりますので、皆さんのご理解
ご協力をお願いします。 

■お問い合わせ先 
　総務課総務班　☎６４－１４７６ 

深草アキさんと共演した下関祭り大輪の祭り 
囃子の皆さん 
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六
月
十
七
日
、
川
北
小
学
校
の

校
舎
壁
面
に
巨
大
な
「
大
仏
の
絵
」

が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
社
会
科
の
授
業
で
学

ん
だ
「
奈
良
の
大
仏
」
の
大
き
さ

を
実
感
し
よ
う
と
六
年
生
四
人
が

中
心
と
な
っ
て
描
い
た
も
の
。 

　
制
作
は
、
体
育
館
で
五
年
生
六

人
と
一
緒
に
実
施
。
約
五
十
日
分

の
新
聞
紙
を
張
り
合
わ
せ
た
台
紙

に
、
墨
汁
と
ハ
ケ
な
ど
を
使
っ
て
、

縦
十
二
�
・
横
八
�
の
、
ス
ケ
ー

ル
三
分
の
二
の
大
仏
像
を
、
四
日

間
か
け
て
描
き
ま
し
た
。
朝
か
ら

行
わ
れ
た
建
立
式
に
は
、
全
校
児

童
三
十
三
人
や
教
職
員
全
員
が
参

加
。
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
三
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
か
ら
無
事
に
掲
げ
ら
れ
る

と
「
や
っ
た
ー
」
と
、
歓
声
が
起

こ
り
ま
し
た
。 

　
須
貝
恭
太
郎
さ
ん
（
六
年
・
高

田
）
は
「
全
校
児
童
三
十
三
人
の

健
康
と
閉
校
記
念
の
気
持
ち
を
込

め
て
作
り
ま
し
た
。
今
年
は
う
ま

く
上
げ
る
こ
と
が
出
来
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」
と
、
出
来
栄
え
に

満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

奈良の大仏お目見え 
閉校記念で川北小 
　　６年生児童が制作 

　大石川の美化活動に取り組んでいる「大

石・山と川に親しむ会（高橋市太郎会長）」

が、環境省の「水・土壌環境保全活動功労

者」に選ばれました。 

　表彰は、環境保全に功績があった団体や

個人をたたえようと環境省が実施している

もの。同会では、大石川流域にミズバショ

ウ、アヤメなどの植栽活動や清掃など、美

化活動を続けていることが評価され今回の

受賞となりました。 

　表彰式は、６月９日に県庁で行われ、渡

辺正県民生活・環境部長から高橋市太郎会

長に表彰状が手渡されました。 

　おめでとうございました。 

大石川の美化活動に功績表彰 
～大石・山と川に親しむ会～ 

　
五
月
二
十
三
日
、
大
石
・
山
と

川
に
親
し
む
会
（
高
橋
市
太
郎
会

長
）
主
催
の
「
大
石
川
源
流
と
月

夜
平
ブ
ナ
原
生
林
探
訪
会
」
が
行

わ
れ
、
村
内
外
か
ら
四
十
三
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
地
元
の
山
と
川
の

達
人
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

約
三
千
坪
の
ブ
ナ
原
生
林
の
あ
る

月
夜
平
に
到
着
。
そ
こ
で
山
菜
入

り
の
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
、
豊
か
な
自
然

の
中
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
い
ま
し
た
。 

月
夜
平
ブ
ナ
原
生
林
で 

心
身
と
も
に 

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

▲月夜平でのハーモニカ演奏会 

　ダム湖をカヌーに乗り、普段見ることので

きない景色をのんびり眺めてみませんか？カ

ヌーならではのドキドキ感、水面との距離が

近い絶景があなたを待っています！  

◆問い合わせ先 

　村観光協会（役場農林観光課内） 

　☎64－1478

大石ダムをカヌーで探検しませんか？ 

�
６
月
21
日
に
行
わ
れ
た
カ
ヌ
ー 

　
探
検
の
よ
う
す 



若手官僚が特別講師 

花 

華 
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五
月
二
十
七
日
、
下
関
保
育
園

駐
車
場
で
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
村
商
工
会
青
年

部
（
須
貝
博
毅
部
長
）
と
女
性
部

（
佐
藤
秀
子
部
長
）
が
共
催
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
年

は
下
関
駅
前
通
り
を
お
花
い
っ
ぱ

い
の
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
に
し

よ
う
と
、
青
年
部
・
女
性
部
員
約

二
十
人
の
ほ
か
、
下
関
保
育
園
の

年
長
児
三
十
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
当
日
用
意
さ
れ
た
花
は
、
赤
・

白
・
ピ
ン
ク
の
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
、

百
五
十
三
本
。
移
植
後
は
下
関
駅

前
通
り
か
ら
桂
の
関
温
泉
ゆ
〜
む

ま
で
の
各
商
店
に
「
私
た
ち
が
植

え
た
お
花
を
、
大
事
に
育
て
て
く

だ
さ
い
」
と
、
園
児
た
ち
が
寄
贈

し
ま
し
た
。 

「
下
関
駅
前
通
り
を 

　フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
」 

商
工
会
の 

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

「
太
陽
の
光
に 

　
向
か
っ
て
大
き
く 

　
　
　
　
育
っ
て
ね
」 

上
野
新
で 

ひ
ま
わ
り
の
苗
植
え 

� 商
工
会
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

上
野
新
の
ひ
ま
わ
り
の
苗
植
え 

� 

　
五
月
二
十
六
日
、
上
野
新
集
落

の
住
民
で
組
織
さ
れ
て
い
る
、
上

野
新
資
源
保
全
隊
（
平
田
雅
司
代

表
）
や
女
川
小
学
校
の
一
年
か
ら

三
年
生
の
児
童
、
女
川
保
育
園
の

全
園
児
、
上
野
新
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
約
六
十
人
で
、
Ｋ
Ｓ
ひ
ま

わ
り
の
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
農
地
・
水
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
の
ひ
と
つ
で
、
上

野
新
地
内
に
昨
年
ト
キ
が
飛
来
し

た
周
辺
の
休
耕
田
を
利
用
し
、
農

村
環
境
を
整
備
し
よ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
三
年
目
。
大

島
英
さ
ん
（
三
年
・
上
野
新
）
は

「
太
陽
の
光
を
浴
び
て
、
大
き
く

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、
一
生

懸
命
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。 

　
７
月
中
旬
頃
に
は
、
太
陽
の
光

を
浴
び
た
き
れ
い
な
ひ
ま
わ
り
畑

が
お
目
見
え
し
ま
す
。 

花 

華 

　
六
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
五

日
間
、
平
成
二
十
一
年
度
に
入
省

し
た
国
家
公
務
員
の
若
手
官
僚
が

関
川
村
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
国
家
公
務
員
が
入
省

す
る
際
の
「
初
任
行
政
研
修
」
の

一
環
で
、
地
方
自
治
体
の
実
情
を

学
ぼ
う
と
行
わ
れ
て
い
て
、
昨
年

か
ら
村
が
受
け
入
れ
て
い
る
も
の
。

今
回
の
研
修
に
訪
れ
た
の
は
、
法

務
、
総
務
、
農
林
水
産
、
防
衛
省

の
研
修
生
四
人
。
高
齢
者
の
お
宅

訪
問
や
林
道
整
備
、
農
作
業
な
ど

を
行
い
、
地
方
自
治
体
の
職
員
な

ら
で
は
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
六
月
二
日
は
、
児
童
た
ち
の
職

業
観
を
育
て
、
夢
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
川
北
小
学
校
が
企
画
し
た

特
別
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。 

　
研
修
生
は
、
各
省
庁
の
仕
事
を

分
か
り
や
す
く
説
明
。
そ
の
後
、

児
童
か
ら
「
自
衛
官
に
な
り
た
い
」

「
美
容
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

な
ど
の
夢
が
発
表
さ
れ
る
と
「
夢

を
実
現
す
る
に
は
、
早
く
か
ら
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
く
り
、
職
業
や
夢
を

テ
ー
マ
に
交
流
を
図
り
ま
し
た
。 

　
法
務
省
の
石
川
結
可
さ
ん
は
「
子

ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
た
の
な
ら
、
嬉

し
い
で
す
」
と
、
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。 

若手官僚が特別講師 

３年から６年生児童を対象に授業が行われ、夢を 
語りながら交流を図りました。 

川北小で「夢」 
　　　実現の特別授業 



400人のランナーが健脚を競う！！ 

花火で思い出を彩りませんか？ 

★申込締切　７月★申込締切　７月24日（金）（金） 

★花火の価格★花火の価格 
　梅（三号）…　梅（三号）… 5,800円 

　竹（四号）…　竹（四号）… 9,000円 

　松（五号）…　松（五号）…12,700円 

　鶴（六号）…　鶴（六号）…17,000円 

　亀（七号）…　亀（七号）…24,500円 

　富士　富士（八号）（八号）…35,000円 

　寿（十号）…　寿（十号）…50,000円 

★特　　典★特　　典 
　打ち上げていただいた方に 

　◎特別打上証書（写真付き）

　　を贈呈 

　◎当日の観覧は、特別見学　◎当日の観覧は、特別見学

　　席をご用意 

★申し込み★申し込み・問い合わせ問い合わせ 
　関川村観光協会 
　　（役場農林観光課内） 

　☎02540254－6464－14781478（直通）（直通） 
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花火で思い出を彩りませんか？ 

★申込締切　７月24日（金） 

★花火の価格 
　梅（三号）… 5,800円 

　竹（四号）… 9,000円 

　松（五号）…12,700円 

　鶴（六号）…17,000円 

　亀（七号）…24,500円 

　富士（八号）…35,000円 

　寿（十号）…50,000円 

★特　　典 
　打ち上げていただいた方に 

　◎特別打上証書（写真付き）

　　を贈呈 

　◎当日の観覧は、特別見学

　　席をご用意 

★申し込み・問い合わせ 
　関川村観光協会 
　　（役場農林観光課内） 

　☎0254－64－1478（直通） 

情報公開制度とは？ 
　村が保有している公文書を請求に応じて公開す
る制度で、どなたでも請求することができます。
　公文書は原則として公開しますが、法律などで
非公開とされるもの、個人のプライバシーに関す
るものなど、一定の理由で公開できない場合があ
ります。 

○問い合わせ先 
　役場総務課総務班　☎６４－１４７６ 

村の情報公開制度 
平成20年度の実施状況をお知らせします 

■平成20年度情報公開実施状況 

情 報 公 開 請 求 件 数  

開 示 件 数  非開示件数 

全部開示 一部開示 

不 服 申 立 件 数  審査機関 
への諮問 異議申立 審査請求 

訴　訟 

７件 

０件 

６件 
３件 ３件 

１件 

－ － － － 

　「第36回大石ダム湖畔ＵＰ・ＤＯＷＮ関川マラソン」が、
６月21日、安角小学校グラウンドをスタート、ゴール会場に
して行われました。 
　今回は、県内外から443人（うち村内75人）のランナーが
参加。初夏の日差しを浴びながら、心地よい汗を流していま
した。 

※○数字は順位。１位のみ掲載。ただし、村内参加者は６位
　まで掲載。敬称略。 

■３kmの部 

－小学生男子－ 

①吉岡　康樹（新潟市）12分36秒 

②船山　勝輝（勝蔵）　12分56秒 

③渡辺　　樹（南赤谷）13分08秒 

－小学生女子－ 

①小川　　藍（新発田市）12分01秒 

⑥渡辺　　唯（大島）　13分31秒 

－中学生女子－ 

①近　　美里（辰田新）12分48秒 

③鈴木可奈子（下関）　13分05秒 

④田村　美樹（平内新）14分02秒 

⑤加藤　理紗（鮖谷）　14分03秒 

⑥山本　智夏（小見）　14分46秒 

－一般女子－ 

①中澤　陽子（村上市）14分10秒 

④安達小百合（大石）　14分56秒 

⑤高橋　政子（小見）　15分19秒 

■５kmの部 

－中学生男子－ 

①相馬　一生（村上市）17分01秒 

④加藤　護男（鮖谷）　19分19秒 

⑤近　　大也（大島）　19分31秒 

⑥小嶋　夏希（上土沢）19分31秒 

－35歳未満男子－ 

①鬼島政春（阿賀野市）16分22秒 

－35歳未満女子－ 

①竹田　祉薫（上越市）26分21秒 

－35歳以上男子－ 

①堀沢　誠治（新潟市）17分39秒 

－35歳以上女子－ 

①川崎美代子（新発田市）23分57秒 

－50歳以上男子－ 

①大滝　昭雄（村上市）20分16秒 

■15kmの部 

－35歳未満男子－ 

①平山　洋亮（新発田市）54分11秒 

－35歳未満女子－ 

①梶　　昌美（新潟市） 

　　　　　　　　１時間08分38秒 

－35歳以上男子－ 

①岩崎　　覚（上越市）53分40秒 

－35歳以上女子－ 

①川島　昌子（新潟市） 

　　　　　　　　１時間06分10秒 

－45歳以上女子－ 

①田中　友子（新潟市） 

　　　　　　　　１時間11分13秒 

－50歳以上男子－ 

①長谷川伸次（村上市） 

　　　　　　　　１時間02分17秒 

400人のランナーが健脚を競う！！ 
第36回大石ダム湖畔ＵＰ・ＤＯＷＮ関川マラソン大会 

　今年で　今年で2222回目を迎える、えちごせきかわ大したもん蛇ま回目を迎える、えちごせきかわ大したもん蛇ま

つりは、８月つりは、８月2828日（金）（金）からから2929日（土）（土）の２日間にわたり盛の２日間にわたり盛

大に開催されます。大に開催されます。 

　まつりのフィナーレを飾る花火大会は、８月　まつりのフィナーレを飾る花火大会は、８月29日（土）（土）午

後７時打上開始。そのなかで今年も「思い出花火」を皆さ後７時打上開始。そのなかで今年も「思い出花火」を皆さ

んから募集しています。んから募集しています。誕生祝いや結婚、七五三に成人式誕生祝いや結婚、七五三に成人式、

還暦や長寿、記念日などの思い出を花火に託して還暦や長寿、記念日などの思い出を花火に託して、夜空に夜空に

大輪の花を咲かせてみてはいかがですか。大輪の花を咲かせてみてはいかがですか。 

　今年で22回目を迎える、えちごせきかわ大したもん蛇ま

つりは、８月28日（金）から29日（土）の２日間にわたり盛

大に開催されます。 

　まつりのフィナーレを飾る花火大会は、８月29日（土）午

後７時打上開始。そのなかで今年も「思い出花火」を皆さ

んから募集しています。誕生祝いや結婚、七五三に成人式、

還暦や長寿、記念日などの思い出を花火に託して、夜空に

大輪の花を咲かせてみてはいかがですか。 
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六
月
四
日
か
ら
十
日
は
、
「
歯
の
衛
生
週
間
」
で
全
国
的
に
歯
の
健
康

に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
村
の
子
ど
も
の
歯
の
現
状
と
口
腔
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
度
の
村
の
一
歳
六

か
月
児
の
歯
科
健
診
で
、
む
し
歯

の
あ
っ
た
子
ど
も
の
割
合
は
、
県

内
ワ
ー
ス
ト
一
位
で
、
三
歳
児
に

お
い
て
も
県
内
平
均
よ
り
高
い
の

が
現
状
で
す
。 

　
乳
歯
は
抵
抗
力
が
弱
い
た
め
、

む
し
歯
の
進
行
が
早
く
、
知
覚
神

経
も
鈍
い
こ
と
か
ら
悪
化
す
る
ま

で
気
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

自
分
で
し
っ
か
り
歯
の
磨
け
な
い

乳
幼
児
期
は
、
保
護
者
の
ケ
ア
が

大
切
で
す
。 

　
ま
た
、
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生

え
変
わ
る
学
童
期
も
、
不
規
則
な

生
活
習
慣
を
送
っ
て
い
る
と
永
久

歯
も
す
ぐ
に
む
し
歯
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
村
で
は
、
小
・
中
学

校
で
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
「
お
口

の
健
康
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

　
成
人
す
る
と
治
療
済
み
の
歯
が

む
し
歯
に
な
る
と
同
時
に
、
歯
周

病
が
進
行
し
て
歯
が
抜
け
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
歯
周
病
は
、

食
生
活
や
喫
煙
、
歯
磨
き
習
慣
な

ど
と
も
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
て
、
生
活
習
慣
病
の

ひ
と
つ
で
す
。 

　
ま
ず
は
、
家
族
み
ん
な
で
毎
日

の
歯
磨
き
と
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。 

 

「
か
み
し
め
る 

　
　
生
き
る
喜
び

歯
と
と
も
に
」 

　
　
　
　
　
〜
歯
は
一
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
〜 

子
ど
も
の
歯
は 

　
む
し
歯
の
進
行 

　
　
　
　
が
早
い
！！
 

�
鏡
を
よ
く
見
な
が
ら
、
歯
磨
き 

　
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

◎不規則な生活 
　間食が増え、歯磨きも忘れがちになり
　ます 

◎喫煙 
　血行も悪くなり、細菌への抵抗力を弱
　めます 

◎疲れやストレスが多い 
　殺菌力をもつ唾液が減ります 

◎バランスの悪い食生活 
　砂糖や脂肪の取り過ぎになります 

　
村
で
は
毎
年
、
�
新
潟
県
歯

科
保
健
協
会
の
歯
科
衛
生
士
に

お
願
い
し
、
小
・
中
学
校
の
児

童
と
生
徒
を
対
象
に
し
た
「
お

口
の
健
康
教
室
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
六
月
十
六
日
に
川

北
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
行
わ

れ
、
む
し
歯
の
出
来
方
や
治
療
・

予
防
方
法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

　
教
室
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
普
段
食
べ

て
い
る
お
菓
子
や
ジ

ュ
ー
ス
に
、
ど
の
位

の
砂
糖
が
使
わ
れ
て

い
て
、
む
し
歯
の
原

因
に
な
る
の
か
を
学

ん
だ
り
、
歯
ブ
ラ
シ

を
使
っ
て
、
正
し
い

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
仕

方
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

大人の歯は一生に一本なので 
大切にしましょう！！ 
～川北小でお口の健康教室～ 

こんな生活習慣は 
　　見直しましょう！！ 

メタボリック 
シンドロームの 
予防にもなりますよ 



認
知
症

認
知
症 

　
サ
ポ
ー
タ
ー

　
サ
ポ
ー
タ
ー 

認
知
症

認
知
症 

　
サ
ポ
ー
タ
ー

　
サ
ポ
ー
タ
ー 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座
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平
成
十
七
年
に
、
認
知
症
を
知

り
地
域
を
つ
く
る
10
か
年
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

　
現
在
、
八
十
五
歳
以
上
の
四
人

に
一
人
が
認
知
症
の
症
状
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会

の
現
代
で
は
、
認
知
症
は
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
病
気
で
、
家
族
や

友
人
が
認
知
症
に
な
る
こ
と
も
避

け
ら
れ
な
い
時
代
で
す
。
そ
こ
で
、

増
え
続
け
て
い
る
認
知
症
の
人
を

地
域
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
地
域
で
認
知
症
の
人
を

支
え
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。 

　
関
川
村
で
も
昨
年
か
ら
地
域
や

職
場
、
関
川
中
学
校
二
年
生
な
ど

を
対
象
に
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
に
二
百
一

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し

た
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
な
る
よ
う

に
、
一
人
で
も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ

ー
を
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

認
知
症 

　
サ
ポ
ー
タ
ー 

　
外
科
は
一
般
的
に
、
食
道
癌
や

胃
癌
、
大
腸
癌
、
肝
臓
癌
、
胆
石
、

腸
閉
塞
、
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
腹
部

疾
患
を
主
と
し
、
そ
の
他
に
乳
腺
、

甲
状
腺
、
皮
膚
腫
瘤
な
ど
体
表
の

疾
患
も
扱
い
ま
す
。 

　
守
備
範
囲
は
比
較
的
広
く
、
多

種
多
様
な
疾
患
が
あ
る
と
い
っ
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

腸
閉
塞
と
い
っ
て
も
、
大
腸
癌
に

よ
っ
て
腸
の
内
腔
が
閉
塞
し
て
通

過
障
害
を
き
た
す
も
の
や
、
腹
部

手
術
後
の
傷
等
が
治
る
過
程
で
小

腸
が
癒
着
し
、
そ
こ
が
突
然
、
通

り
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
。 

　
さ
て
、
今
回
お
話
す
る
の
は
、

外
科
と
抗
が
ん
化
学
療
法
の
関
わ

り
で
す
。
最
近
で
は
食
道
癌
や
胃

癌
、
大
腸
癌
の
中
で
早
期
な
も
の

の
一
部
は
内
視
鏡
的
治
療
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
胃
カ
メ
ラ

や
大
腸
カ
メ
ラ
で
癌
を
切
除
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
対
象
と
な
る

の
は
、
転
移
す
る
可
能
性
が
ほ
ぼ

ゼ
ロ
パ
ー
セ
ン
ト
の
癌
で
す
。 

　
例
え
ば
大
腸
癌
で
い
う
と
、
ま

だ
浅
い
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
早
期
の
も
の
で
す
。
早
期
の
も

の
で
も
転
移
す
る
可
能
性
の
あ
る

も
の
は
、
周
囲
の
リ
ン
パ
腺
を
取

り
除
く
こ
と
を
含
め
た
手
術
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
技
術

的
に
内
視
鏡
で
取
れ
る
か
ど
う
か

が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
転
移
す
る
可
能
性
が
問
題

な
の
で
す
。 

　
た
だ
し
、
手
術
を
行
っ
た
患
者

さ
ん
が
、
手
術
だ
け
で
全
員
が
完

全
に
治
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

癌
の
手
術
後
に
問
題
と
な
る
の
は

再
発
す
る
か
ど
う
か
で
す
。
再
発

す
る
か
ど
う
か
は
ど
の
程
度
の
進

行
度
で
あ
っ
た
か
で
決
ま
っ
て
き

ま
す
。
消
化
器
癌
の
多
く
は
再
発

す
る
場
合
、
手
術
後
二
〜
三
年
後

に
多
く
起
こ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
五

年
以
内
に
再
発
し
ま
す
。
そ
し
て
、

再
発
す
る
可
能
性
の
高
い
進
行
し

た
状
態
の
癌
に
対
し
て
は
、
術
後

補
助
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
）
を

行
う
の
で
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で

根
治
手
術
（
癌
を
手
術
で
取
り
き

っ
た
場
合
）
の
話
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
百
人
中
七
〜
八
人
の
再
発

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

現
在
、
手
術
後
の
経
過
観
察
は
全

国
的
に
外
科
で
行
う
こ
と
が
多
く
、

術
後
の
補
助
化
学
療
法
、
再
発
し

て
か
ら
の
抗
が
ん
剤
治
療
も
外
科

で
行
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
手
術
後
も
患
者

さ
ん
と
長
い
付
き
合
い
と
な
る
外

科
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に

立
っ
て
最
良
の
治
療
を
行
え
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。
幸
い
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
頼
り
に
さ
れ
て
い

る
当
院
で
す
が
、
今
後
と
も
精
一

杯
の
治
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

       

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
☎
六
二
―
三
一
一
一 

健
康
講
座

「
外
科
と
抗
が
ん
化
学
療
法
」 

県
立
坂
町
病
院
　
外
科
　
松

澤

岳

晃

 

６月５日に開催された、健康づくり推進員 
のつどいで行われた、認知症サポーター養 
成講座のようす。 

サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
「
認

知
症
の
人
を
支
援
し

ま
す
」
と
い
う
証
し

の
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

が
渡
さ
れ
ま
す
。 
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六
月
二
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
青
少
年
育
成
関
川
村

民
会
議
（
伝
信
男
会
長
）
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
伝
会
長
が
「
来
年

四
月
に
は
小
学
校
の
統
合
が
あ
り

ま
す
。
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
、
子

ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

事
業
報
告
や
決
算
、
平
成
二
十
一

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
後
は
、
村
上
警
察
署
の
遠

山
春
則
生
活
安
全
課
長
を
講
師
に

招
き
「
携
帯
電
話
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
と
対
策
」
と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
。
講
演
で
は
、
遠

山
課
長
が
今
ど
き
の
子
ど
も
た
ち

の
携
帯
電
話
の
使
い
方
や
犯
罪
被

害
の
事
例
、
問
題
点
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
説
明
。
ま
た
、
有
害
サ

イ
ト
に
接
続
で
き
な
い
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
の
推
進
や
携
帯
電
話
の
必

要
性
に
つ
い
て
認
識
を
高
め
ま
し

た
。 

子どもたちに携帯電話は 
　　　　本当に必要？ 

　梅雨から夏への移り変わりの季節。風邪などひかないよう体調管理には十分注意したいものですね。

夏休み前に新しい本をたくさん入荷する予定です。皆さんぜひ図書室へ遊びに来てください。 

12（日）25（土） 

4（土）19（日） 

「すいかシーソー」 
くさまひろこ作　Ｅク 

「ＢＯＸ！」 
百田　尚樹　著　　９１３ヒ 

　新潟県出身の作家の絵本です。シン

プルな色版画を用いてユーモアたっぷ

りに描きあげられた絵本は夏のよみき

かせにぴったり！お勧めの一冊。 

　高校ボクシング部を舞台に繰り広
げられる、友情・闘い・挫折・そし
て栄光。さまざまな経験を経て二人
がつかみ取ったものとは…。少年た
ちの心の成長を描いた青春小説。 

～青少年育成関川村民会議～ 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

　小学生の一部から中学生、そして高校生で
はほぼ全員が持っている「携帯電話」―。利
便性の裏側には、子どもたちに多くの危険が
潜んでいるのも事実です。 
　◆村の子どもたちの携帯電話所持状況 
　　�小学生331人中10台（３.０％） 
　　�中学生200人中19台（９.５％） 
　　　　＊平成20年12月 村教育委員会調査 

村の子どもたちの携帯電話事情 
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菅

原

　
健
さ
ん 

（
体
育
指
導
員
・
片
貝
） 

　今年の４月から関川村の体育指導委員になっ

た菅原健さんにお話をお聞きしました。 

 

―体育指導委員になろうと思ったきっかけは？ 

　私はこれまで、バスケットボールを続けてき

ました。その経験を活かして、関川村や子ども

たちのために何か役に立ちたいと思い、体育指

導委員になろうと思いました。 

 
―体育指導委員としてのこれからの目標は？ 

　具体的な目標はまだ決まっていませんが、体

育指導員としてスポーツを通じて村民の皆さん

と関わりながら、自分自身が成長できればと考

えています。まだ、委員になったばかりなので

分からないことばかりですが、先輩方にお聞き

しながら精一杯頑張りたいと思います。 

 
―今、夢中になっているものはありますか？ 

　昨年の夏に産まれた、長女の成長を見ること

が、今一番夢中になっていることです。毎日違

う表情や行動を見ることが出来て、とても感動

しています。あとは、これから行われる消防ポ

ンプ操法の郡市大会を勝ち抜き、県大会へ出場

することが目標ですね。 

 
―関川村について思うことは？ 

　関川村は自然豊かな村なので、この自然をい

つまでも大事にしていきたいと思います。子ど

もたちがすくすく育ち、明るく活気ある村にな

ってくれればと願っています。 

た
け
し 

　今年度の村体育指導員が決まりました

ので紹介します。（順不同・敬称略） 

�鈴木　孝昭（下関）　�山口良明（辰田新） 

�近　　弘志（若山）　�加藤久美（下関） 

�安久佐知江（上野）　�佐藤清美（安角） 

�新野　晃之（南赤谷）�渡辺　隆（上関） 

�石山竜太郎（下川口）�菅原　健（片貝）新 

わ
れ
ら
が 

　
体
育
指
導
員 
ス
ポ
ー
ツ
は 

ま
か
せ
ろ
！！
 

　
五
月
二
十
六
日
、
村
民
会
館
大

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
指
導
者
協
議
会
（
八
幡
良
市

会
長
）
主
催
の
「
応
急
手
当
講
習

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
習
会
で
は
、
村
上
市
消
防
署

関
川
分
署
の
渡
辺
恵
三
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
運
動
中
に
起
こ
っ
た

事
故
の
際
に
身
近
な
も
の
を
使
っ

た
応
急
手
当
の
方
法
や
近
年
注
目

さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
八
幡
会
長
は
「
こ
う
い
う
こ
と

が
起
き
て
ほ
し
く
な
い
が
、
い
ざ

と
な
っ
た
時
に
速
や
か
に
対
処
で

き
る
よ
う
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し

た
い
」
と
話
し
、
参
加
し
た
指
導

者
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
実
技
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

～スポ少指導者協議会 
　　　　　　が学習会～ 

いざ  
　という時のために 

■
期
日
　
６
月
14
日 

■
会
場
　
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー 

■
成
績 

―
柔
道
― 

▽
小
学
生
団
体
戦 

　
第
３
位
　
関
川
村
柔
道
教
室 

▽
中
学
生
男
子
個
人
戦 

73
㎏
級 

　
第
１
位
　
高
橋
　
　
慧（
大
石
） 

　
第
３
位
　
高
橋
　
　
慎（
大
石
） 

90
㎏
超
級 

　
第
３
位
　
小
池
　
一
毅（
下
関
） 

▽
中
学
生
女
子
個
人
戦 

52
㎏
級 

　
第
２
位
　
須
貝
梨
菜
子（
高
田
） 

70
㎏
超
級 

　
第
１
位
　
近
　
　
千
穂（
上
関
） 

―
剣
道
― 

▽
中
学
生
女
子
個
人
戦 

　
第
３
位
　
大
塚
　
香
織（
中
束
） 

▽
中
学
生
女
子
団
体
戦 

　
第
２
位
　
関
川
中
学
校 

ラ
イ
オ
ン
ズ 

　
少
年
武
道
大
会 
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　陸上競技大会が５月29日、胎内市総合グラウンド陸上

競技場で、各種大会が６月９日と10日、郡市内の各会場

でそれぞれ行われ、関川中学校の生徒がすばらしい成績

をおさめました。　　　　　（○数字は順位。敬称略） 

村上市・岩船郡 

中学校体育大会 
関川中学校が各種目上位独占！！ 

 

 

－男子－ 

100m〈１年〉①近　聖太（宮前）13秒68 

　　〈２年〉④津野祐真（湯沢）13秒37 

　　　　　　⑧高井和人（高瀬）13秒73 

　　〈共通〉⑧津野祐真（湯沢・2年）13秒73 

200m〈１年〉④加藤護男（鮖谷）29秒55 

　　〈２年〉⑤高井和人（高瀬）27秒40 

1500m〈１年〉②加藤護男（鮖谷）5分05秒78 

　　　　　　⑦佐藤海輝（大島）5分20秒74 

　　 〈２年〉⑤磯部　晃（大島）5分00秒33 

110mH〈共通〉①津野祐真（湯沢・2年）19秒15 

走高跳〈共通〉①近　正人（幾地）1ｍ60㎝ 

走幅跳〈１年〉①近　聖太（宮前）4ｍ48㎝ 

　　〈２年〉①野澤和希（辰田新）4ｍ98㎝ 

　　〈共通〉③野澤和希（辰田新）5ｍ02㎝ 

三段跳〈共通〉①野澤和希（辰田新・2年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　10ｍ54㎝ 

砲丸投〈共通〉⑤佐藤香津利（蔵田島・3年) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　8ｍ37㎝ 

四種競技〈共通〉①近　正人（幾地・3年）1,864点 

　　　　　　　　　　　　　　　　※大会新 

400mR〈低学年〉①加藤護男（鮖谷・1年）、 

　高井和人（高瀬・2年）、津野祐真（湯沢・ 

　2年）、近聖太（宮前・1年）　　　　51秒51 

 

 

－女子－ 

100m〈２年〉③佐藤姫乃（湯沢）15秒19 

　　〈３年〉⑥小池ゆう（下関）15秒61 

　　〈共通〉⑧佐藤姫乃（湯沢・2年）15秒45 

200m〈２年〉①伊藤千夏（南中）30秒95 

　　〈３年〉⑦小池ゆう（下関）32秒00 

　　〈共通〉③伊藤千夏（南中・2年）31秒18 

　　　　　　⑦小池ゆう（下関）32秒87 

800m〈２年〉⑤鈴木可奈子（下関）2分45秒81 

　　〈共通〉⑧鈴木可奈子（下関・2年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　2分45秒81 

100mH〈共通〉②安達ななえ（大石・2年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　19秒80 

　　　　　　④伊藤千夏（南中・2年）20秒44 

走高跳〈共通〉②伊藤恵里香（下関・3年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　1ｍ34㎝ 

　　　　　　③高橋咲由莉（金俣・2年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　1ｍ25㎝ 

走幅跳〈２年〉①近　美里（辰田新）3ｍ91㎝ 

　　　　　　④加藤理沙（鮖谷）3ｍ80㎝ 

　　〈共通〉⑤加藤理紗（鮖谷・2年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　3ｍ96㎝ 

　　　　　　⑦近　美里（辰田新・2年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　3ｍ92㎝ 

砲丸投〈共通〉④佐藤　栞（高瀬・3年）7ｍ61㎝ 

　　　　　　⑥細野静香（下関・3年）7ｍ04㎝ 

四種競技〈共通〉①伊藤恵理香(下関・3年) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　1,183点 

■軟式野球　③下越出場 

■バスケットボール　②下越出場 

■バレーボール　②下越出場 

■ソフトテニス〈団体〉①下越出場 

〈ダブルス〉以下2組が下越出場 

③加藤　優（下関・3年）・渡辺萌萌（下関・3年）組 

⑤伊藤遥香（上関・3年）・伊藤恵理香（下関・3年）組 

■卓球〈男子団体〉④下越出場 

〈男子個人〉須貝拓馬（大島・3年）下越出場 

■柔道〈男子団体１部〉③下越出場 

　　　〈男子団体２部〉① 

〈男子個人〉以下3人が下越出場 

　73㎏級　　①高橋　慧（大石・3年） 

　　　　　　③高橋　慎（大石・1年） 

　73㎏超級　③小池一毅（下関・1年） 

〈女子団体〉①下越出場 

〈女子個人〉以下4人が下越出場 

　52㎏級　　①須貝莉菜子（高田・1年） 

　57㎏級　　①長谷川夏帆（下関・1年） 

　70㎏級　　①佐藤彩花（下関・2年） 

　70㎏超級　①近　千穂（上関・1年） 

■剣道〈男子団体〉②下越出場 

〈男子個人〉⑤河内祐樹（大石・2年） 

　　　　　　　　　　　　　　　下越出場 

〈女子団体〉①Ａチーム 下越出場 

　　　　　　②Ｂチーム 

〈女子個人〉以下6人が下越出場 

　①大塚香織（中束・3年） 

　②石山小百合（朴坂・3年） 

　③須貝美文（蛇喰・3年） 

　③伊藤千夏（南中・2年） 

　⑤津野結美（高瀬・2年） 

　⑤渡辺茉有（上関・2年） 

陸上大会 
各種大会 
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随
想
リ
レ
ー 

64

中 村　巌先生 
（関小学校　教務主任） 

８月１日号は、松田加代子先生（安角小）に 

バトンタッチ！ 

　
関
川
村
に
十
年
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
こ
の

度
の
異
動
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
に
つ

い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
こ
の
関
小
学
校
か
ら
川
北
小
学
校
に
転
勤
し
、

六
年
生
の
補
助
と
し
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の

写
真
を
撮
っ
た
り
、
講
師
の
人
を
迎
え
る
準
備

を
し
た
り
し
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

作
り
方
を
覚
え
、
自
分
で
も
作
っ
て
み
よ
う
と

思
い
立
ち
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
見
る
と
や
る
と
は
大
違
い
。
薬

品
を
入
れ
て
も
固
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
口
に
強

烈
な

”い
が
い
が
“
感
が
残
っ
た
り
し
て
、
何

回
も
失
敗
し
ま
し
た
。 

　
薬
品
を
変
え
て
み
た
り
、
作
る
手
順
を
変
え

て
み
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
新
た
な
作
り

方
を
調
べ
、
よ
う
や
く
こ
ん
に
ゃ
く
が
作
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
回
数
を
重
ね
、

も
う
、
自
分
で
は
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
は
「
プ
ロ

級
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ず

っ
と
失
敗
し
な
か
っ
た
の
に
、
昨
年
の
二
月
に

こ
ん
に
ゃ
く
が
固
ま
ら
な
い
の
で
す
。
薬
品
を

増
や
し
た
り
、
熱
の
加
え
方
を
変
え
た
り
し
て

み
ま
し
た
が
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
い
ま
だ
に
そ
の
訳
が
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
も
畑
に
こ
ん
に
ゃ
く
玉
を
植
え
、
六
月
十

四
日
に
芽
が
出
て
き
ま
し
た
。 

　
収
穫
は
十
一
月
頃
。
ま
た
一
か
ら
出
直
し
て
、

趣
味
を
続
け
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

第
19
回
村
民
親
善 

　
　
野
球
大
会 

■
期
日
　
６
月
７
日 

■
会
場
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

■
成
績 

優
　
勝
　
下
　
関 

準
優
勝
　
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス 

第
３
位
　
高
田
ホ
ー
ク
ス 

　社団法人にいがた緑の百年物語緑化推進委員会が

行った緑の募金に、一般家庭のほか各小・中学校や

緑の少年団などから、1,734件、23万55円が寄せら

れました。 

　寄せられた募金は、公共施設の緑化や学校林、緑

の少年団育成、植樹祭や普及活動など森を守り育て

る活動に使われます。大変ありがとうございました。 

緑の募金に23万円が寄せられました 

▲平田大六村長に手渡してくれた女川小の皆さん 

大
変
あ
り
が
と
う 

　
ご
ざ
い
ま
し
た 

■
期
日
　
６
月
14
日 

■
会
場
　
胎
内
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　
ド
陸
上
競
技
場 

■
成
績 

出
場
者
　
船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
） 

▽
100
ｍ
走
（
70
歳
以
上
の
部
） 

　
第
２
位
　
記
録
15
秒
89 

▽
400
ｍ
走
（
70
歳
以
上
の
部
） 

　
第
１
位
　
記
録
１
分
17
秒
30 

▽
800
ｍ
走
（
70
歳
以
上
の
部
） 

　
第
２
位
　
記
録
３
分
３
秒
89 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
大
会
新 

＊
船
山
さ
ん
は
、
十
月
に
宮
崎
県

で
開
催
さ
れ
る
「
第
22
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」

へ
出
場
決
定
。 

第
27
回 

新
潟
マ
ス
タ
ー
ズ 

陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

（
第
21
回
県
ス
ポ
ー
ツ 

　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
） 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・らっきょう　20粒　・ピーマン　２個 

・きゅうり　１本　・にんじん　50ｇ　・塩　少々 

・さけるチーズ　1/2本 

 

らっきょうのサラダ 
　今回は、６月５日に行われた「食生活改善推進員

協議会の創立30周年記念行事」で調理した一品を

紹介します。 

　らっきょうはサラダや炒め物などに入れてもおい

しいです。たまねぎ等と同じ風味なので、代用して

使えます。 

①ピーマン、きゅうり、にんじんは細いせん切りにする。 

②せん切りにした①をボウルに入れて塩を少々ふる。さけ

　るチーズは細かくさき、半分の長さに切っておく。 

③らっきょうは薄切りにする。 

④①にらっきょうを加えてよく混ぜる。チーズも加えて混

　ぜる。しばらく置いて味がなじんだら器に盛る。 

峡
深
き
奈
良
井
の
宿
の
椀
の
店
う
る
し
の
光
り
店 

先
に
照
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
　
藤
枝 

年
ご
と
に
深
み
し
老
い
の
立
つ
畑
は
ピ
ー
マ
ン
出 

荷
の
頃
も
遥
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

滑
り
込
む
光
の
ご
と
く
風
の
よ
う
戸
に
添
え
て
入 

る
桜
花
び
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
　
啓
子 

こ
れ
ぞ
こ
の
大
人
の
歌
と
聞
き
惚
れ
る
秋
元
順
子 

の
お
り
な
す
ド
ラ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子 

天
安
門
万
里
の
長
城
兵
馬
俑
梅
雨
の
空
ぬ
け
　
　

佐
藤
　
庄
七 

中
國
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
） 

64

短

　

歌 

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品 

６
月
５
日
に
行
わ
れ
た
「
食 

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
創 

立
30
周
年
記
念
事
業
」
で
の 

調
理
の
よ
う
す
。 

� 



執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
涙
」・「
調
子
」 
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苦
労
し
た
涙
は
人
を
丸
く
す
る
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

い
ろ
い
ろ
の
涙
に
出
合
い
昭
和
生
き
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

フ
ァ
ン
ル
ー
ム
湯
場
の
裸
に
嘘
が
な
い
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

此
の
頃
は
体
調
最
高
腹
時
計
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

結
婚
式
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
目
が
潤
む
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

母
の
日
や
背
丈
に
余
る
百
合
届
く
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

登
り
来
て
春
日
城
趾
に
風
薫
る
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

雨
音
の
又
ひ
と
し
き
り
梅
雨
近
し
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

父
の
日
や
遠
き
子
よ
り
の
宅
急
便
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

夏
め
く
や
犬
と
日
陰
に
憂
さ
忘
れ
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

広
々
と
駅
舎
の
裏
や
青
田
風
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

　
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
自
然
公

園
指
導
員
を
努
め
た
渡
　
龍
吉
さ
ん

は
昭
和
七
年
一
月
十
五
日
関
川
村
上

関
に
渡
　
浩
作
の
二
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
長
じ
て
父
浩
作
の
弟
子
と
な

り
大
工
の
修
業
を
積
み
、
渡
　
邸
の

新
座
敷
や
湯
沢
・
高
瀬
の
主
な
温
泉

旅
館
の
建
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。 

　
昭
和
二
十
三
年
十
六
歳
の
時
友
人

と
二
人
で
初
め
て
杁
差
岳
に
登
頂
し

テ
ン
ト
な
し
で
這
松
の
蔭
で
夜
営
し

た
。
こ
の
時
か
ら
山
に
取
り
つ
か
れ

頻
繁
に
入
山
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
三
十
八
年
、
関
川
村
山

の
会
に
、
翌
年
日
本
山
岳
会
に
入
会

し
大
い
に
活
躍
し
た
。 

　
ま
た
、
無
類
の
山
好
き
と
大
工
の

技
術
を
生
か
し
て
、
杁
差
避
難
小
屋
、

梁
山
泊
、
大
熊
小
屋
Ⅱ
、
杁
差
避
難

小
屋
Ⅱ
、
梅
花
皮
小
屋
Ⅲ
の
建
設
に

力
を
尽
く
し
多
大
な
貢
献
を
し
た
。 

　
昭
和
四
十
九
年
六
月
か
ら
三
十
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
環
境
省
自
然
公

園
指
導
員
を
努
め
、
飯
豊
連
峰
を
訪

れ
た
人
々
に
対
し
、
実
地
で
培
っ
た

豊
富
な
経
験
に
基
づ
き
安
全
で
有
意

義
な
山
旅
の
た
め
の
指
導
を
続
け
、

自
然
保
護
に
係
る
啓
蒙
及
び
登
山
者

の
安
全
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。 

　
山
岳
遭
難
救
助
活
動
と
し
て
は
昭

和
四
十
二
年
杁
差
岳
で
女
子
大
学
生

を
救
助
し
た
の
を
始
め
十
三
回
も
出

動
し
、
救
助
・
捜
索
・
収
容
に
尽
力

し
た
。
ま
た
巡
視
活
動
の
傍
ら
、
避

難
小
屋
や
指
導
標
な
ど
の
施
設
の
維

持
管
理
に
努
め
、
自
然
公
園
の
利
用

促
進
及
び
利
用
者
の
安
全
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
。
ま
た
飯
豊
連
峰
を
中

心
に
活
動
す
る
県
北
の
山
岳
界
に
あ

っ
て
、
後
進
の
育
成
、
指
導
に
あ
た

っ
た
功
績
も
大
き
い
。 

　
す
み
わ
け
理
論
で
有
名
な
生
物
学

者
今
西
錦
司
博
士
（
京
都
大
学
教
授

や
岐
阜
大
学
長
を
歴
任
）
は
日
本
山

岳
会
々
長
も
努
め
た
登
山
家
で
あ
っ

た
。
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
飯
豊

連
峰
に
魅
せ
ら
れ
幾
度
か
訪
れ
登
頂

し
た
。
今
西
博
士
は
渡
　
龍
吉
さ
ん

の
温
厚
で
実
直
寡
黙
な
人
柄
を
愛
し

飯
豊
連
峰
を
始
め
燧
ヶ
岳
な
ど
新
潟

県
や
福
島
県
の
山
に
登
る
時
は
必
ず

声
を
か
け
同
行
さ
せ
た
。
特
に
飯
豊

本
山
、
浅
草
岳
、
日
本
平
山
、
日
中

飯
森
山
な
ど
一
等
三
角
点
の
山
を
重

点
的
に
登
っ
た
。
ま
た
卯
年
に
は
光

兎
山
に
も
お
供
し
た
。
今
西
錦
司
博

士
に
同
行
し
た
の
は
十
四
回
に
及
び

登
っ
た
山
は
二
十
八
山
を
数
え
た
。 

　
山
の
縁
で
今
西
錦
司
の
文
化
勲
章

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
や
周
回
登
山
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
招
待
さ
れ
た
。
今

西
は
平
成
四
年
六
月
十
五
日
九
十
歳

で
没
し
、
龍
吉
さ
ん
は
葬
儀
に
参
列

し
博
士
の
冥
福
を
祈
っ
た
。 

　
渡
　
龍
吉
さ
ん
は
自
然
環
境
活
動

に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り
平
成
十
四

年
環
境
大
臣
表
彰
、
平
成
十
七
年
藍

綬
褒
章
を
受
章
し
た
。 

○
渡
　
家
の
系
図 

　
初
代 

　
渡
　
浩
作
　
　
敬
市 

　
　
　
　
　
　
　
龍
吉 

関

川

俳

句

の

会

作

品
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　永　ちゃん（４歳） 

香　乃ちゃん（３歳） 

　路　ちゃん（１歳） 

　　 はる  

　か　　　 の 

　　 みち  

　わが家の仲良し３兄弟は、上の子から名前を順に続けると「はるかの

みち」…。兄弟の絆が、はるか先まで続くようで、気に入っています。

優しい永、おしゃまな香乃、きかん坊の路、３人集まると、みんなニッ

コニコ。これからの成長がまだまだ楽しみです。 

●５月16日～６月15日までの届出● 

20

平成21年５月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,069世帯（－２） 
総 人 口　　6,839　人（－18） 
　 男 　　　3,276 人（－11） 
　 女 　　　3,563 人（－７） 

転入　４人　　転出　14人 

出生　２人　　死亡　10人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

横山　ユキ　さん　　87歳　　下　関 

齋藤　敬次　さん　　66歳　　上　関 

山口　イサ　さん　　85歳　　上土沢 

野沢ヨツエ　さん　　87歳　　下　関 

板越　　好　さん　　80歳　　幾　地 

近　　欣治　さん　　84歳　　宮　前 

須貝　　満　さん　　72歳　　高　田 

平田　美佳　さん　　40歳　　小　見 

佐藤　金男　さん　　78歳　　下　関 

小池　修二　さん　　57歳　　下　関 

　橋　充藏　さん　　87歳　　鮖　谷 

　須　貝　克　也　さん　　高　田 
（赤　妻）幸　恵　さん　（胎内市） 

　須　貝　吉　衛　さん　　　桂 
（坂　上）麻　衣　さん　（胎内市） ヒカゲツツジ 

　ヒカゲツツジはツツジ科の常緑低木で、高さは１

～２ｍ程度、関東地方以西から四国、九州に分布し

ています。変種に葉裏が白色系のウラジロヒカゲツ

ツジや屋久島の岸壁に自生するハイヒカゲツツジな

どがあります。常緑なことから、同じツツジ科ツツ

ジ属のシャクナゲに似ていて、ヒカゲシャクナゲと

呼ぶ方もあるそうで、ツツジよりシャクナゲに似た

感じがします。花色はツツジには珍しい淡黄色～ク

リーム系で早春に開花します。時には大群落をつく

ることから、山梨県の坪山や兵庫県の

向山、三尾山、栃木県の二股山などが

観光名所にもなっています。 

栽培方法　ヒカゲツツジの名前どおり

日陰に咲くツツジなので、栽培環境は

明るい日陰で育てるのが基本です。本

州中部以西が自生地ですが、村内でも

栽培は難しくない部類です。水はけの

良い用土で、半日陰で育てていれば特

に栽培の注意点はありません。亜種の

ハイヒカゲツツジは私でも栽培が難し

いのですが、岸壁に自生していること

から硬質の日光土を使用し、水はけに

注意すれば良いでしょう。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

　トキめき新潟国体の開会式オープニン

グセレモニーに大蛇パレードが出場しま

す。新潟県での国体開催は、1964年（昭

和39年）以来45年ぶりで、新潟県全体

が盛り上がりを見せています。開会式に

は天皇・皇后両陛下もお越しになる予定

で、関川村をアピールする絶好の機会で

す。私もカメラを片手に、担ぎ手の皆さ

んを追いかけますので、ご協力をお願い

します。　　　　　　　　　　　（つ） 




